






















































ケースもあるのかなと思っていました。Dr. NG Kien Keat は PCM で我々の指導医であった先生です。中華
系であり，英語，マレー語，中国語（多分広東語も）を流暢に切り替えて話されます。患者さんに応じて言









Alam の UiTM キャンパスに Prof. Nasimul を訪ねにうかがいました。Prof. Nasimul は大学内でも日本通と
して知られる先生で，日本への留学経験もある方です。この Prof. Nasimul に限らず，このような国と国の
間の交流がとても大切であるということを感じる場面は多々ありました。我々は，その交流の副次的な恩恵
を受けたからこそ，実習を体験できたのだと思っています。そこで Prof. Nasimul は医学部長を紹介して下
さいました。とても指輪をたくさんされた大きな手でソフトタッチな握手をされる方で，握手を通じて人を














ら，まず HIV を疑います。HIV 陽性患者さんは，カルテ記載上は RV +ve（retrovirus positive）となりま
す。患者さんの多くは違法薬剤注射の注射針の使い回しにより罹患しています。従って，病棟内では手錠を





















します。お手軽なのは，『oxford handbook of clinical medicine』で，私もこの本を携行していましたが，














しゃった Dr. Anu の言葉は今も鮮明に私の中に残っています。
Sungi Buloh Hospital では Dr. Benedict（Ben）も我々のお世話をしてくださりました。中華系マレーシ
ア人である Dr. Ben は，マラッカ出身者に共通して見られる大らかさのある方で，丁度週１回行く政府系の
病院である Selayang Hospital に JICA の日本人が来ているからと会食を設定してくださったり，その病院
に行く前に少し時間があるからと車で大きな植物園に連れて行ってくださったりと随所でお気遣いして頂き
ました。Selayang Hospital では回診していると必ずどこかで「何か質問は？」と聞かれるので，それを常
に考えておかないとと思いながらやや小声で話される Dr. Ben の回診を必死に聞いていたのは良い思い出と
なっています。
また，HSC という中華系の経営者による民間病院にも見学にうかがいました。そこでは，ジャパンクリ
ニックが開設されており，循環器内科医でもある江頭先生がいらっしゃります。江頭先生からは，日本人医
師がマレーシアで医療活動を行うことについてご本人の体験談に基いてお話をうかがう機会を頂きました。
人の縁の大切さや医療制度の違う国での医療から日本の医療を相対化して眺めてみること，家族のことま
で，久しぶりの日本食をいただきながら印象深いお話をたくさんうかがうことができました。
以上，思い出話のような形式でマレーシアでの実習と生活について記述してきましたが，学生との交流に
ついてはあまり記述しませんでした。その点については，おそらくマレーシア組の残り２人の報告書に記載
があるかと思うのでそちらをご参照頂けたらと思います。一つ言えるのは，実習外の生活もとても充実して
いたということです。
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５．マレーシアについて
マレー系，中華系，インド系を中心として，人口の大部分を占めるマレー系に対して経済の中枢の大部分
を占める中華系が自分たちのコミュニティを形成しています。UiTM はマレー系のみの入学を認めている大
学で，学生数だけで１０万人をゆうに超えます。このような人種間の趨勢が UiTM の在り方に影響を与えて
いるというのは否めません。車で移動中のあちらこちらで建設が進行中で，不動産価値が上昇している昨今
のマレーシアには，色々な形でのマネーフローが入ってきている気配が否が応にも感じられます。植民地政
策の名残でイギリスの影響も感じられるマレーシア。「どうしてこの国はもっと発展しないんだ？僕には現
状におけるポテンシャルは高く見える」とインテリジェンスのある何人かのマレーシア人に尋ねると，異口
同音に「政治のせいだ」という回答。それを反映した社会的な動きも出てきているのが，マレーシアの現状
の一側面と言えるのではないでしょうか。
６．マレーシアで学んだこと
社会構造，医療の実際，人のあたたかさの効用
７．最後に
今回の実習にあたり，多くの方にご支援，ご配慮を頂きました。皆様方のお陰で，貴重な体験を積ませて
頂けたと深く感じております。この場において心より御礼申し上げます。後輩たちへのメッセージとして
は，漠然とマレーシアに行くよりは，目的意識を持って行った方が確信を持って得られるものが多いのでは
ないかということです。その目的意識を持つためには，多忙な医学部生ではあるけれども，常に感性を磨く
ことが肝要ではないかと思えます。アルバイトでもよし，旅行でもよし，そういう場所において自分は何を
見ているのか，または何を見ることができるのかということを意識的に積み重ねることで自分自身の中に見
るべきものを見るアンテナを形成できるということもありうるのではないかと思います。何かよく分からな
いけれども，身を投じてみる。そこで，自分の磨いてきた感性を信じて暮らしてみるというのもよいのでは
ないかと，個人的には思えます。
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